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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループにおける当第２四半期連結累計期間の受注につきましては、総合設備工事の受注が減少したことに

より、受注高は148億３千９百万円（前年同期比87.3％）となりました。

連結経営成績につきましては、総合設備工事の完成工事が増加したものの情報電気通信工事の完成工事が減少し

たことにより、売上高は117億１千６百万円（前年同期比92.7％）となりました。また、利益につきましては、情

報電気通信工事の原価率の上昇や販売費及び一般管理費の増加などにより、営業損失は１億１千２百万円（前年同

期は営業利益３億６千万円）、経常損失は２千２百万円（前年同期は経常利益４億８千７百万円）となりました

が、親会社株主に帰属する四半期純利益は固定資産の売却による特別利益の計上があり８千３百万円（前年同期比

27.9％）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は188億７千６百万円（前連結会計年度末204億２千１百万円）とな

り、前連結会計年度末に比べ15億４千４百万円減少しました。この主な要因は、未成工事支出金の増加があったも

のの受取手形・完成工事未収入金等が減少したことによるものであります。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は85億７千１百万円（前連結会計年度末101億８千２百万円）と

なり、前連結会計年度末に比べ16億１千万円減少しました。この主な要因は、支払手形・工事未払金等が減少した

ことによるものであります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は103億５百万円（前連結会計年度末102億３千９百万円）となり、

前連結会計年度末に比べ６千６百万円増加しました。この主な要因は、配当金の支払い等によって利益剰余金の減

少があったもののその他有価証券評価差額金が増加したことによるものであります。

（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結累計期間における連結キャッシュ・フローは次のとおりであります。

現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ８億７千１百万円減少し、17億２千

万円となりました。

「営業活動によるキャッシュ・フロー」

営業活動の結果使用した資金は３億３千３百万円（前年同期は４億３千万円の獲得）となりました。主な増加の

内訳は、売上債権の減少額16億１千万円（前年同期は18億５千７百万円の減少）及びその他のたな卸資産の減少額

１億９千２百万円（前年同期は３億２千３百万円の減少）、主な減少の内訳は、仕入債務の減少額12億６千２百万

円（前年同期は12億３千２百万円の減少）及び未成工事支出金の増加額６億２百万円（前年同期は７億６千万円の

増加）であります。

「投資活動によるキャッシュ・フロー」

投資活動の結果使用した資金は４億６千９百万円（前年同期は５億７千２百万円の使用）となりました。主な増

加の内訳は、有形固定資産の売却による収入７億３千万円（前年同期は１億１千９百万円の収入）、主な減少の内

訳は、有形固定資産の取得による支出11億５千４百万円（前年同期は５億７千９百万円の支出）であります。

「財務活動によるキャッシュ・フロー」

財務活動の結果減少した資金は６千８百万円（前年同期は２億５千７百万円の減少）となりました。主な増加の

内訳は、短期借入金の増加額８千万円（前年同期は１億１千万円の減少）、主な減少の内訳は、配当金の支払額１

億５千５百万円（前年同期は１億２千９百万円の支払）であります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成27年５月11日の「平成27年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の連

結業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更等） 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 2,991 2,131 

受取手形・完成工事未収入金等 5,533 3,923 

商品 99 81 

未成工事支出金 972 1,575 

材料貯蔵品 376 204 

その他 315 388 

貸倒引当金 △10 △12 

流動資産合計 10,279 8,292 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物（純額） 1,540 2,878 

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 274 340 

土地 3,169 2,816 

建設仮勘定 710 22 

その他（純額） 38 31 

有形固定資産合計 5,733 6,089 

無形固定資産 248 240 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,857 3,999 

その他 313 261 

貸倒引当金 △10 △7 

投資その他の資産合計 4,159 4,253 

固定資産合計 10,141 10,584 

資産合計 20,421 18,876 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 3,631 2,361 

短期借入金 3,394 3,470 

未払法人税等 81 119 

賞与引当金 276 287 

完成工事補償引当金 9 2 

工事損失引当金 21 － 

その他 903 618 

流動負債合計 8,318 6,858 

固定負債    

長期借入金 0 － 

退職給付に係る負債 1,608 1,488 

その他 255 224 

固定負債合計 1,863 1,712 

負債合計 10,182 8,571 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 801 801 

資本剰余金 562 562 

利益剰余金 8,694 8,621 

自己株式 △52 △32 

株主資本合計 10,005 9,952 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 611 705 

退職給付に係る調整累計額 △377 △352 

その他の包括利益累計額合計 233 352 

純資産合計 10,239 10,305 

負債純資産合計 20,421 18,876 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 12,634 11,716 

売上原価 11,077 10,590 

売上総利益 1,557 1,125 

販売費及び一般管理費 1,196 1,238 

営業利益又は営業損失（△） 360 △112 

営業外収益    

受取利息 1 0 

受取配当金 25 28 

持分法による投資利益 34 15 

受取賃貸料 33 29 

その他 49 29 

営業外収益合計 144 102 

営業外費用    

支払利息 8 6 

その他 8 5 

営業外費用合計 17 12 

経常利益又は経常損失（△） 487 △22 

特別利益    

固定資産売却益 22 214 

特別利益合計 22 214 

特別損失    

減損損失 25 － 

特別損失合計 25 － 

税金等調整前四半期純利益 484 191 

法人税等 187 108 

四半期純利益 297 83 

親会社株主に帰属する四半期純利益 297 83 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 297 83 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 163 94 

退職給付に係る調整額 21 25 

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △1 

その他の包括利益合計 185 118 

四半期包括利益 482 201 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 482 201 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 484 191 

減価償却費 121 185 

減損損失 25 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △25 △0 

賞与引当金の増減額（△は減少） △18 10 

工事損失引当金の増減額（△は減少） 20 △21 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △28 △83 

受取利息及び受取配当金 △26 △28 

支払利息 8 6 

持分法による投資損益（△は益） △34 △15 

固定資産売却損益（△は益） △22 △214 

売上債権の増減額（△は増加） 1,857 1,610 

未成工事支出金の増減額（△は増加） △760 △602 

その他のたな卸資産の増減額（△は増加） 323 192 

仕入債務の増減額（△は減少） △1,232 △1,262 

未払又は未収消費税等の増減額 59 △355 

未成工事受入金の増減額（△は減少） △177 111 

その他 51 △8 

小計 625 △283 

利息及び配当金の受取額 35 36 

利息の支払額 △8 △6 

法人税等の支払額 △222 △80 

営業活動によるキャッシュ・フロー 430 △333 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △127 △86 

定期預金の払戻による収入 43 75 

有形固定資産の取得による支出 △579 △1,154 

有形固定資産の売却による収入 119 730 

無形固定資産の取得による支出 △28 △21 

その他の支出 △7 △25 

その他の収入 7 13 

投資活動によるキャッシュ・フロー △572 △469 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △110 80 

長期借入金の返済による支出 △37 △5 

自己株式の売却による収入 27 20 

配当金の支払額 △129 △155 

その他 △7 △7 

財務活動によるキャッシュ・フロー △257 △68 
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    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △399 △871 

現金及び現金同等物の期首残高 2,816 2,591 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,417 1,720 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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